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　正しょうちゃんは、目めをさますと、もう朝あさでした。窓まどが明あかるくなって、どこかで雨戸あまどを繰くる音おとがしました。けれどそばに寝ねている兄にいさんも、目めをさまさなければ、またお母かあさんもお起おきなさらぬようすです。

「きょうは、日曜日にちようびなんだ。」

　いつもなら、みんなが、こうゆっくりしてはいられぬのでした。正しょうちゃんは、いつも日曜にちようは、朝あさがおそいのを知しっていました。それをうっかりして、いつもと同おなじような気きになって、三人にんで、八時じから釣つりにいく約束やくそくをしたのでした。かならず、七時半じはんに迎むかえにくると勇いさむちゃんがいったから、もう起おきて、ご飯はんを食たべなければなりませんでした。

「お母かあさんを起おこそうかしらん。」と、考かんがえていましたが、まず、兄にいさんにいってみようと、

「兄にいちゃん、まだ起おきない？」と、声こえをかけました。小ちいさな声こえで、いったのだけれど、兄にいさんは、目めをふさいでいても、いつも、いまごろ起おきる習慣しゅうかんがついているので、半分はんぶんさめていたとみえて、

「正二しょうじ、きょうは日曜日にちようびだろう。お母かあさんをゆっくり寝ねかしておいてあげな。音おとをたてると、お母かあさんが、目めをおさましになるよ。」といいました。

　なるほど、そうだった。いつも早はやく起おきてくださるのだから、きょうは、お母かあさんをゆっくり寝ねかしてあげなければならぬと、正二しょうじにも思おもわれたのでした。

「ああ、あんな約束やくそくをしなければよかった。これから、勇いさむちゃんの家いえへいって、断ことわってこようかしらん。」と、正しょうちゃんは、気きがもめてなりませんでした。

「僕ぼく、釣つりにいく約束やくそくをしたのだよ。」

「だれとかい。」と、兄あにの敏夫としおさんは、こちらへ向むき直なおって聞ききました。

「茂しげるちゃんと、勇いさむちゃんと三人にんで、八時じにいくって。」と、正しょうちゃんが、いいました。

「いま何時なんじだろうな。」と、敏夫としおさんが、いいました。

「もう六時過じすぎだろう。」

「だけど、起おこしては、お母かあさんに悪わるいじゃないか。」

「僕ぼく、勇いさむちゃんのところへいって、断ことわってくるよ。」

「もう、すこし待まってみな。」

「だって、勇いさむちゃんは、七時半じはんにくるといったもの。」

　正しょうちゃんは、独ひとり、起おきて、洋服ようふくに着きかえると、二階かいから下おりてきました。

　すると、お母かあさんの姿すがたが見みえません。おへやは、もうちゃんときれいにかたづいていました。

「おや、お母かあさんは？」

　正しょうちゃんは、お勝手かってもとへいってみました。ガスに火ひがついて、お汁しるのなべが、かかっていました。そこにもお母かあさんは、いらっしゃいません。

「お母かあさんは、どこへいったろうな。」

　このとき、お母かあさんは、外そとから、お豆腐とうふをいれた入いれ物ものを持もって、帰かえっていらっしゃいました。

「すぐに、ご飯はんにしてあげますよ。」と、おっしゃいました。

「うん、お母かあさんは、早はやいね。」と、正しょうちゃんが、いいました。

「だって、あんたが、釣つりにいくんでしょう。」と、お母かあさんはおっしゃいました。

「どうして、わかったの？　勇いさむちゃんが、迎むかえにきた？」と、正しょうちゃんは、驚おどろいて、ききました。

「いいえ、だれもきませんよ。お母かあさんには、なんでも、あんたのすることはわかるのです。」

「お母かあさんは、えらいなあ。」と、正しょうちゃんは、お母かあさんの顔かおを見上みあげました。

「えらいでしょう。だから、うそをいっても、お母かあさんには、すぐわかりますよ。」

「僕ぼく、うそなんかいわないよ。」

「だから、お母かあさんは、こうして、正しょうちゃんの思おもうようにしてあげるのです。」

　まだ年としのいかない正しょうちゃんは、おとなしくご飯はんをいただいていました。

　お母かあさんは、昨夜さくや、物置ものおきの前まえに、釣つりざおが一本ぽん立たてかけてあり、その下したに、小ちいさなバケツとみみず箱ばこが、置おいてあるのをごらんになって、

「おお、ちゃんと用意よういがしてあること。」と、なんとなくいじらしいような気きがして、お笑わらいになったのでした。それで、きょうは日曜日にちようびだけれど、早はやく出でかけるものと思おもって、いつもと同おなじように、お起おきなされたのであります。

　正しょうちゃんは、日ひごろ、やさしい、いいお母かあさんだと思おもっています。しかし、いつになったら、このお母かあさんの愛あいが、ほんとうにもっと深ふかくわかるでありましょうか。
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